
 

第
二
二
〇
回
・
一
人
一
句 

第
二
二
〇
回
・
一
人
一
句 

第
二
二
〇
回
・
一
人
一
句 

第
二
二
〇
回
・
一
人
一
句 

第
二
二
〇
回
・
一
人
一
句 

第
二
二
〇
回
・
一
人
一
句 

令
和
六
年
一
月 

第
三
七
二
回
・
一
人
一
句 

兼
題
・
初
空
・
伊
勢
海
老 

 ま
る
ま
る
の
吾
子
バ
ン
ザ
イ
の
初
御
空 

敏 

子 

初
空
に
夢
の
続
き
を
尋
ね
け
り 

 
 

 

潤
一
郎 

三
代
で
突
く
伊
勢
海
老
冥
加
な
り 

 
 

里 

美 

白
き
月
の
こ
り
て
青
き
初
御
空 

 
 

 

裕 

子 

初
空
や
彼
方
に
地
震
の
芽
あ
り
し
か 

 

寿 

子

初
御
空
表
も
裏
も
な
き
御
富
士 

 
 
 

 

昭 

子 

伊
勢
海
老
の
髭
お
し
開
け
る
重
の
蓋 

 
 

訓 

伊
勢
海
老
に
吸
い
寄
せ
ら
れ
し
や
ん
ち
ゃ
か
な 

 

惠 

子 

初
空
や
決
し
て
変
わ
ら
ぬ
心
の
美 

 
 

義 

明 
初
空
に
ど
ん
な
年
か
と
問
い
か
け
て 

 

具 

子 

八
間
の
湯
宿
を
訪
う
て
初
御
空 

 
 

 
 

六 

斗 

 

 


